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【緒言】近年、高齢患者が急速に増加しており、

異常を早期に検知する革新的な医療技術が求め

られている[1,2]。疾患の早期診断には、生体情報

をモニタリングする埋め込み型デバイスが有用

であるが、破損時の体内残留リスクがあるため、

再手術により摘出が必要であるという欠点があ

る。そこで、体内で無害に分解される生体吸収性

材料で構成される生体吸収性エレクトロニクス

の開発が進められている[2]。しかし、これまでの

生体吸収性エレクトロニクスは神経疾患治療に

向けた電気刺激等への利用に留まっており、生体

情報を経時計測するデバイスは実現されていな

い[3]。そこで本研究では、生体情報の電気計測を

行う生体吸収性エレクトロニクスの開発を目指

し、微小電極を付与したマイクロニードルの試作

を行い、生体電気計測への応用可能性を検討した。 

【実験方法・結果】Fig.1 に示すようなマイクロ

ニードルを作製した。離型性に優れる

poly(dimethylsiloxane) (PDMS)を用いてモールド

を作製し、生体吸収性高分子材料である poly(L-

lactide) (PLLA)を、マイクロモールディング法を

用いて精密成形加工(先端径: 80 μm、高さ: 2 mm)

した[1]。作製したマイクロニードルを酸素プラ

ズマ処理(100 W, 33 Pa, 3 min)した後、スパッタリ

ング法(50 W, 60 min)によりモリブデンを成膜し

た。その後、レーザーアブレーション(フルエンス 

12.6 J/mm2, 周波数 140 kHz)により電極(設計幅 

50 μm)を加工した。レーザーアブレーションによ

り 40.2±5.6 μmの電極が加工されていることを確

認した。次に、生体電気計測への応用可能性を検

討するため、作製したマイクロニードルをブタ皮

膚に刺入し、交流電圧(5.0 V, 1000 Hz)を印加して

電流値を測定した。第 2の電極はマイクロニード

ルの刺入地点から 1 cm程度の位置に設置した。

Fig.2 にブタ皮膚への刺入に伴う電流値の変化を

示す。刺入に伴い電極と皮膚の接触面積が増加し、

電流値が増加する様子が確認された。以上より、

作製したマイクロニードルが生体電気計測に応

用可能であることが示唆された。 
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Fig.2 ブタ皮膚への刺入に伴う電流値の変化 

Fig.1 マイクロニードル表面における電極加工 
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